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作詞・作曲：キム・ヨンスン

07 わたしはスーパースター

赤ん坊学校を行いながら、
この時期がとても重要だという事実を毎回、実感します。

赤ん坊に、どのようにすれば神の子どもというアイデンティティと、
神様がどんなときもともにおられるという

事実を刻印させて、時代を生かす
主人公という事実を伝えるかを悩んで

賛美で伝えれば、とても良いと考えるようになりました。
そこで、赤ん坊学校の先生の助けによって、曲にするようになりました。


